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最初にvertex･corrections を無視 して速度場 uα(K)の self-energy を計 算
するoそれより乱流的粘件係数 ytur(K)が小さな渦のエネルギースペクトラムの汎関
数 として得られる｡Heisenbergの粘性係数と異質的に同等である｡Kolmogorovス
ペク トラムE(K)～ K一% を代入すれば ･ ytur(K)～ K一% になるo したがって波数
K の渦の寿命 欄 は (y,tur(K)K2 )-1～K-2/3であるo
次にKolmogorovスペク トラムと丁(氏)～ K一% を用いて vertexcorrectionsを
計算する｡乱流エネルギーの一次のオーダーでは3種のダイヤグラムがあるが､.各々は
PnKの補正を与えるO しかし全部たし合わせればPn､K の項は落ちて.補正 された相
互作用ポテンシャルは裸のもの･とscalir)g の見地からは同等である｡ したが-て-･次
のオーダーではvertexcorrectionsは Kolmogorov の結果を変更 しない?しか し
2次以上のダイヤグラムにおいて少なくとも PnKの補正が必要になるo各次数で2nK
が消えなければ,補正 されたvertexは裸のものと異なる｡結果的にはスペク トラムが
変更されねばならぬ｡
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